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博
物
館
実
習
に
お
け
る
大
学
史
展
示
の
実
践

岡
田
昌
也　

は
じ
め
に

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
に
お
い
て
二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
〇
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
「
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
＠
６
９ 

～
私
た
ち
の

知
ら
な
い
学
生
運
動
～
」
が
展
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
南
山
大
学
学
芸
員
養
成
課
程
に
お
け
る
二
〇
一
〇
年
度
博
物
館
実
習
１
︵
担
当

永
井
英
治
准
教
授
︶
の
大
学
史
班
が
製
作
し
た
展
示
で
あ
る
。

私
は
本
実
習
の
Ｔ
Ａ
︵
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
︶
と
し
て
、
授
業
補
佐
を
し
て
い
く
中
で
、
大
学
史
班
と
テ
ー
マ
設
定
の
段

階
か
ら
関
わ
る
事
と
な
っ
た
。
大
学
史
班
が
扱
っ
た
テ
ー
マ
は
、
南
山
大
学
の
学
生
運
動
で
あ
る
。
私
は
メ
ン
バ
ー
の
傍
ら
で
、
大
学

史
班
が
展
示
を
作
り
上
げ
て
い
く
様
子
を
見
て
い
た
が
、
そ
の
過
程
で
、
メ
ン
バ
ー
達
が
学
生
運
動
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
興
味
や

意
識
を
持
ち
、
そ
れ
が
実
際
の
展
示
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
の
か
考
え
て
き
た
。

展
示
の
記
録
の
必
要
性
と
、
現
代
の
大
学
生
が
学
生
運
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
つ
の
か
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
、
本
稿

を
執
筆
し
た
。
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一　

展
示
概
要

博
物
館
実
習
１
は
春
期
・
秋
期
を
通
し
て
行
わ
れ
る
授
業
で
、
学
芸
員
養
成
課
程
の
最
終
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
単
位
を
取

得
す
れ
ば
、
学
芸
員
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
山
大
学
の
博
物
館
実
習
の
特
色
と
し
て
、
構
内
に
人
類
学
博
物
館
が
あ
り
、
自

前
の
施
設
を
利
用
し
て
実
習
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

博
物
館
実
習
１
で
は
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
中
で
も
主
に
紙
媒
体
︵
古
文
書
、
古
地
図
、
古
写
真
な
ど
︶
を
利
用
し
て
、
実
際

に
展
示
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
は
春
期
に
紙
媒
体
の
扱
い
や
調
査
方
法
を
学
び
、
同
時
に
展
示
テ
ー
マ
を
練
り
上
げ
て
い
く
。
秋

期
に
入
る
と
展
示
準
備
の
作
業
に
入
り
、
一
一
月
後
半
に
前
半
グ
ル
ー
プ
が
、
一
二
月
の
中
頃
に
後
半
グ
ル
ー
プ
が
展
示
を
行
っ
た
。

展
示
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

大
学
史
班
は
人
類
学
博
物
館
ロ
ビ
ー
を
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
た
。
博
物
館
入
口
を
入
っ
て
正
面
に
展
示
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
そ
の
右
横
を
入
口
と
し
て
い
る
。（
図
１
・
２
）

展
示展

示
入
口
を
入
る
と
、
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
も
の
を
含
め
、
七
枚
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
し
て
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
区
切
っ

て
い
る
。︵
七
枚
中
三
枚
を
隣
接
展
示
と
共
用
︶

展
示
は
「
１
．
は
じ
め
に
」「
２
．
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
＠
６
８
―
６
９
」「
３
．
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
＠
７
０
―
７
１
」「
４
．
お
わ
り
に
」

と
い
う
順
に
進
む
。
主
に
、
写
真
や
記
事
と
説
明
文
で
構
成
さ
れ
る
。

「
１
．
は
じ
め
に
」
で
は
、
高
度
経
済
成
長
と
大
学
の
「
大
衆
化
」
を
背
景
と
し
て
、
学
生
達
の
異
議
申
し
立
て
と
運
動
の
激
化
を
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図 1　エントランス

図 2　ポスター



134

図 3　「1．はじめに」「2．Nanzan@68―69」

図 4　「3．Nanzan@70―71」「4．おわりに」
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説
明
す
る
。
ま
た
「
南
山
大
学
の
学
生
た
ち
は
何
を
思
い
、
行
動
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
自
分
の
い
る
こ
の
場
所
の
こ
と
を
、
少
し

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
文
で
展
示
で
の
導
入
と
し
て
い
る
。

（
図
３
）

「
２
．
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
＠
６
８
―
６
９
」
で
は
、
全
国
の
大
学
で

の
運
動
の
高
ま
り
と
、
大
学
立
法
や
学
費
ス
ラ
イ
ド
制
に
反
対
す
る

中
で
、
南
山
大
学
で
の
二
回
の
機
動
隊
突
入
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

当
時
の
過
激
な
表
現
の
立
て
看
板
︵
タ
テ
カ
ン
︶
や
機
動
隊
突
入
時

を
写
し
た
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。（
図
３
）

「
３
．
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
＠
７
０
―
７
１
」
で
は
、
主
に
学
費
ス
ラ

イ
ド
制
導
入
反
対
で
起
き
た
説
明
会
の
妨
害
、
中
止
に
つ
い
て
、
そ

し
て
そ
の
こ
ろ
を
ピ
ー
ク
と
し
て
以
後
の
運
動
の
鎮
静
化
に
つ
い
て

説
明
す
る
。（
図
４
）

「
４
．
お
わ
り
に
」
で
は
、
政
治
色
抜
き
の
大
学
祭
や
、
大
学
当

局
の
「
異
議
申
し
立
て
制
度
」
の
導
入
な
ど
大
学
生
活
の
「
平
常
へ

の
復
帰
」
を
説
明
し
て
い
る
。（
図
４
）

ビ
ラ当

時
配
ら
れ
た
広
報
用
の
ビ
ラ
が
透
明
の
樹
脂
製
ケ
ー
ス
に
展
示

図 5　再現された立て看板（タテカン）
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南山大学名古屋キャンパスＭＡＰ

1960年代。高度経済成長と相まって到来した
大学「大衆化」時代。学生達は大学運営や政治
へ異議を唱えるために運動を起こすようになり、
それはやがて学生紛争へと発展していった。彼
らは何を考え、何のために運動を起こしたのだ
ろうか。

全国初の試みとなる学費スライド制導入に始
まり、2度目の機動隊導入となる学長軟禁事件、
「カム・トゥギャザー(集まれ)」を合い言葉にした
南山祭という3つの出来事があった。南山大学
ではこの時期が学生紛争の最盛期と言える。

日本全国で学生紛争が頻発したこの時期の
南山大学では、大学立法に反対した約30名の
学生達が学生委員会室を占拠した。学生側の
約10倍の数の約300名もの機動隊が導入され、
新聞でも大きく取り上げられた。

学長軟禁事件に関与した学生の処分が1972
年に決定し、翌年には学費改定の説明会が平
穏に行われた。反代々木系の学生は秩序違反
行為を続けたが、1974年には学生紛争はほぼ
なくなり、「平常への復帰」が達成された。

・大学立法・
…期限５年の時限立法で、国立大学を主対
象に、紛争状態にある大学の自主的収拾
の為に学長の責務を明確にし、場合によっ
ては教育休止・停止をも実施しえた法律。

・学費スライド制・
…人事院勧告による国家公務員の給与改
善率を上限として、毎年学費を改定する学
費制度。それまでは学費固定制が取られ
ていた。

・学長監禁事件・
…1971年6月16日、反代々木系学生らが南
山大学本館会議室に乱入後、沼澤喜市学
長を軟禁状態にして大衆団交を要求した事
件。

・反代々木・
…日本共産党本部が代々木駅近くにあるこ
とから「非日本共産党」を指し、特に学生運
動では「新左翼」（学生による急進的革命
志向者）系勢力のこと。

2010年度博物館実習 展示

南山大学
人類学博物館1階ロビー

コラム用語解説 年度博物館実習 展示

- 私たちの知らない、学生運動-

∼

学生紛争は、なにも古い写真の中
だけの出来事ではない。

例えばこの写真は、現在のＧ棟地
下を撮影したものである。白い壁に、
消しきれなかった大きな落書きを今
なおはっきりと確認できる。

博物館を出たら、今も学内に残る
当時の爪跡を探してみよう。

生々しい痕跡にきっと、学生たちの
思いをより身近に感じることができる
はずだ。

ラムム

・『HOMIS DIGNITATI 1932-2007』,南山
学園創立75周年記念誌,2007年11月
発行。
・『私の中の南山』,南山大学,2001年3
月発行。

※日曜休み

図 6　リーフレット
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さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
学
内
へ
の
機
動
隊
導
入
を
非
難
す
る
も
の
。
ビ
ラ
を
重
ね
る
よ
う
に
し
て
展
示
し
て
あ
り
、
見
せ
方
を
工
夫
し

て
い
る
。

立
て
看
板
（
タ
テ
カ
ン
）

当
時
実
際
に
学
生
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
た
立
て
看
板
︵
タ
テ
カ
ン
︶
が
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
て
い
る
。
赤
文
字
は
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
、
黒
文
字
は
油
性
ペ
ン
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
史
料
室
で
見
つ
け
た
写
真
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。（
図
５
）

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
主
に
南
山
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
残
る
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
名
残
を
残
す
場
所
を

キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
図
に
載
せ
て
紹
介
し
て
い
る
。（
図
６
）

二　

大
学
史
展
示
の
実
践
、
お
よ
び
試
行
錯
誤

こ
こ
で
は
、
大
学
史
班
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
展
示
を
作
成
し
た
か
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
観
点
か
ら
述
べ
て
い
く
。

博
物
館
実
習
１
で
は
、
春
期
の
は
じ
め
に
、
古
文
書
、
古
地
図
、
古
写
真
を
そ
れ
ぞ
れ
一
授
業
ご
と
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
あ
り
、

そ
こ
か
ら
大
ま
か
な
が
ら
扱
い
た
い
、
展
示
し
た
い
も
の
を
選
ん
で
い
く
。
そ
し
て
古
文
書
を
扱
う
グ
ル
ー
プ
、
古
地
図
を
扱
う
グ
ル

ー
プ
、
と
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
で
、
メ
ン
バ
ー
数
に
偏
り
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
永
井
先
生
に
大
学
史
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
南
山
大

学
に
関
す
る
史
料
を
扱
う
グ
ル
ー
プ
を
提
案
し
た
。
先
生
は
史
料
の
存
在
や
、
時
代
背
景
を
混
ぜ
な
が
ら
説
明
し
、
学
生
の
反
応
を
見

る
と
、
数
人
が
グ
ル
ー
プ
を
移
動
し
、
大
学
史
班
と
し
て
集
ま
っ
た
。
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メ
ン
バ
ー
は
五
名
。
六
月
一
七
日
の
企
画
中
間
発
表
に
向
け
、
大
学
史
料
室
で
史
料
の
閲
覧
を
毎
週
行
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
点

で
は
、
学
生
紛
争
を
扱
う
班
と
し
て
集
ま
っ
た
訳
で
は
な
く
、
大
学
に
関
す
る
史
料
全
般
に
目
を
通
し
て
い
た
。
実
際
に
六
月
三
日
時

点
の
テ
ー
マ
案
と
し
て
は
、
創
立
の
歴
史
、
学
生
紛
争
、
学
生
生
活
の
変
化
、
大
学
祭
、
部
活
動
、
建
物
の
変
化
、
宗
教
行
事
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

閲
覧
し
た
史
料
を
見
た
感
想
か
ら
、
二
つ
の
テ
ー
マ
案
に
絞
り
込
ん
だ
。
メ
ン
バ
ー
は
展
示
目
的
を
「
過
去
と
現
在
と
い
う
側
面
か

ら
展
示
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
山
大
学
の
学
生
に
よ
り
自
分
の
大
学
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
大
学
に
親
し
み
と
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
の
た
め
、
学
生
に
よ
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
展
示
を
目
指
す
」
と
設
定
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
案
と
な
っ

た
。
一
つ
は
南
山
大
学
に
お
け
る
学
生
運
動
を
取
り
上
げ
る
案
で
あ
る
。
当
時
の
時
代
背
景
や
運
動
の
目
的
、
当
時
の
学
生
の
様
子
な

ど
を
史
料
室
の
史
料
か
ら
展
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
学
生
生
活
の
変
遷
を
取
り
上
げ
る
案
で
あ
る
。
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス

の
様
子
、
具
体
的
に
は
授
業
風
景
や
学
食
、
行
事
、
校
舎
な
ど
を
四
〇
年
ほ
ど
前
と
比
較
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
つ
の
テ
ー
マ
案
を
ど
う
す
る
か
、
メ
ン
バ
ー
間
で
両
案
の
検
討
が
な
さ
れ
、
史
料
の
多
さ
や
、
テ
ー
マ
の
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
か

ら
学
生
運
動
を
取
り
上
げ
る
案
を
中
心
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

私
か
ら
も
、
メ
ン
バ
ー
達
が
最
も
興
味
を
示
し
て
い
る
の
は
、
学
生
運
動
の
史
料
に
見
え
た
。
残
さ
れ
て
い
る
史
料
は
写
真
や
、
ビ

ラ
、
大
学
側
の
対
応
関
係
の
文
書
な
ど
で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
の
誰
も
が
学
生
運
動
を
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
そ
れ
に
参
加
し
た
こ
と
も

な
い
。
自
分
た
ち
の
良
く
知
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、
ほ
ぼ
同
じ
年
代
の
学
生
達
が
、
徒
党
を
組
み
、
学
長
の
監
禁
に
ま
で
至
っ
て
い
た

と
い
う
事
態
を
、
写
真
や
史
料
か
ら
初
め
て
知
り
、
衝
撃
を
受
け
た
の
だ
と
思
う
。
ま
た
、
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
当
時
の
落
書
き

が
残
っ
て
い
る
事
な
ど
も
知
っ
た
。
こ
の
頃
の
メ
ン
バ
ー
達
は
新
し
い
資
料
や
、
事
実
に
出
会
う
度
に
驚
き
と
と
も
に
、
興
味
深
く
調

べ
て
い
た
。
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た
だ
、
余
り
に
現
在
の
学
生
と
様
子
が
違
う
こ
と
に
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
。
写
真
を
は
じ
め
、
残
っ
て
い
る
史
料
に
過

激
な
内
容
が
多
く
、
学
生
た
ち
全
て
が
こ
の
よ
う
な
運
動
に
参
加
し
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
て
い
た
。
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ

と
し
て
学
生
生
活
の
変
遷
を
取
り
上
げ
た
事
も
、
メ
ン
バ
ー
が
「
当
時
の
学
生
た
ち
と
、
自
分
た
ち
と
の
間
に
何
か
つ
な
が
り
を
見
い

だ
せ
な
い
か
」
と
考
え
て
い
る
事
の
表
れ
に
思
え
た
。

七
月
に
入
り
、
大
学
史
料
室
内
の
学
生
運
動
に
関
す
る
写
真
や
、
ビ
ラ
、
書
類
な
ど
か
ら
展
示
に
利
用
出
来
そ
う
な
も
の
の
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
や
ど
の
よ
う
な
展
示
に
し
て
い
く
か
と
い
う
検
討
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
か
ら
の
具
体
的
な
展
示
内
容
の
検
討
は
比
較
的

順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
夏
季
休
暇
に
入
る
前
に
は
大
ま
か
な
展
示
内
容
は
固
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
も
学
生
運
動
の

主
な
内
容
の
説
明
を
ど
う
す
る
か
、
二
案
出
て
い
る
。「
案
一　

Ａ
学
生
側
と
教
員
側
の
視
点　

Ｂ
今
と
の
比
較　

Ｃ
参
加
／
不
参
加

の
学
生　

Ｄ
ス
ラ
イ
ド
制
に
つ
い
て
」「
案
二　

一
初
め
に　

二
最
盛
期　

三
終
息
」
と
し
、
学
生
運
動
を
数
種
類
の
切
り
口
か
ら
展

示
す
る
案
と
、
時
系
列
ご
と
に
展
示
し
て
行
く
案
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
一
長
一
短
に
思
え
る
が
、
メ
ン
バ
ー
達
は
学
生
に
向
け
て
の
分

か
り
や
す
さ
を
目
指
し
て
か
、
案
二
で
進
行
し
た
。

夏
季
休
暇
中
に
は
、
九
月
九
日
に
学
外
授
業
と
し
て
、
京
都
大
学
大
学
文
書
館
歴
史
展
示
室
の
見
学
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
京

都
大
学
の
大
学
史
を
展
示
し
て
い
る
。
南
山
大
学
と
異
な
り
、
戦
前
か
ら
歴
史
が
あ
る
た
め
、
戦
後
の
大
学
史
に
割
か
れ
て
い
る
展
示

は
多
く
な
い
が
、
関
西
に
お
け
る
激
し
い
運
動
の
現
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
映
像
を
用
い
る
な
ど
し
て
力
を
入
れ
て
展
示
し

て
い
た
。
メ
ン
バ
ー
達
は
展
示
を
見
学
し
、
そ
の
後
京
都
大
学
大
学
文
書
館
准
教
授
の
西
山
伸
先
生
に
、
学
生
運
動
を
始
め
大
学
史
を

展
示
に
つ
い
て
質
問
す
る
機
会
を
得
た
。
メ
ン
バ
ー
は
こ
れ
ま
で
調
べ
て
き
た
中
で
疑
問
に
感
じ
て
い
た
こ
と
や
、
感
じ
て
い
た
こ
と

を
ぶ
つ
け
た
。
西
山
先
生
は
京
都
大
学
で
の
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
大
学
史
を
展
示
す
る
事
の
難
し
さ
や
在
り
方
に
つ
い
て
説
明
し
、
メ

ン
バ
ー
達
は
こ
れ
ら
か
ら
多
く
考
え
る
機
会
を
得
た
。
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ま
た
、
夏
季
休
暇
中
に
は
、
展
示
の
目
玉
を
設
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
の
タ
テ
カ
ン
を
再
現
し
た
も
の
を
製
作
し
て
い
た
。

秋
期
、
一
〇
月
一
四
日
に
展
示
企
画
計
画
書
を
作
成
、
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
展
示
タ
イ
ト
ル
、
展
示
目
的
、
概
要
、
展
示

資
料
、
広
報
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
決
め
ら
れ
、
展
示
製
作
の
基
礎
は
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
。

展
示
目
的
の
項
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
展
示
を
製
作
す
る
か
熱
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
引
用
す
る
。

「
過
去
の
歴
史
は
、
決
し
て
断
片
で
は
な
く
現
在
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
私
た
ち
が
過
去
を
学
ぶ
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
先
の
自
身
へ
と
い
か
し
う
る
も
の
と
な
る
。
南
山
大
学
の
学
生
で
あ
る
私
た
ち
は
こ
の
大
学
の
歴
史
、
ど
の
よ
う
に
今
の
学
生

生
活
が
成
立
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
と
は
違
う
部
分
も
、
同
じ
部
分

も
、
そ
こ
に
は
多
く
見
つ
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
当
時
の
学
生
達
の
生
活
や
考
え
方
を
知
る
こ
と
で
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で

も
有
意
義
な
学
生
生
活
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
今
と
な
っ
て
は
当
時
大
学
で
何
が
起
き
た
の
か
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か

知
ら
な
い
学
生
が
大
多
数
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
身
近
な
テ
ー
マ
の
展
示
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
博
物
館
を
訪
れ
た
こ
と
の
な

い
学
生
に
も
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
南
山
大
学
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
／
学
ん
で
い
る
自
分
自
身
を
見
つ

め
な
お
し
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を
展
示
の
目
的
と
し
た
い
と
思
う
。︵
傍
線
原
文
︶」

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
調
で
あ
る
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
南
山
大
学
の
学
生
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

同
じ
企
画
書
内
で
は
見
学
対
象
者
を
南
山
大
学
の
学
生
、
教
職
員
、
大
学
に
関
わ
り
の
あ
る
人
々
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
展
示
目
的
で

は
特
に
学
生
に
対
し
て
の
展
示
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
メ
ン
バ
ー
達
に
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
章
で
の
展

示
に
対
す
る
評
価
で
も
触
れ
る
。

そ
の
後
は
、
各
パ
ネ
ル
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス
タ
ー
作
製
な
ど
、
順
調
に
作
業
が
進
み
、
一
二
月
九
日
に
展
示
作
業
本
番
、
一
〇

日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
展
示
が
無
事
行
わ
れ
た
。（
図
６
）
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四　

展
示
に
対
す
る
評
価

︵
一
︶
論
評
会
で
の
批
判

二
〇
一
一
年
一
月
一
三
日
、
博
物
館
実
習
１
の
授
業
内
で
、
学
生
同
士
に
よ
る
展
示
の
論
評
会
が
行
わ
れ
た
。
大
学
史
班
に
対
し
て

は
、
意
欲
的
な
展
示
内
容
を
評
価
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
幾
つ
か
の
批
判
も
あ
っ
た
。
主
な
も
の
は
、
展
示
の
導
線
に
つ
い
て
、

パ
ネ
ル
の
文
章
に
つ
い
て
で
あ
る
。

導
線
に
対
す
る
批
判
は
タ
テ
カ
ン
の
位
置
が
展
示
を
正
面
か
ら
見
て
右
側
に
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
に
順
番
に
「
２
．
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ａ

ｎ
＠
６
８
―
６
９
」
ま
で
見
た
あ
と
に
、
見
る
べ
き
な
の
か
、
入
口
に
入
っ
て
す
ぐ
に
見
る
べ
き
な
の
か
迷
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

大
学
史
班
側
は
、
タ
テ
カ
ン
を
展
示
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
し
て
扱
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
回
答
を
し
た
。
導
線
の
若
干
の
分
か
り
に
く

さ
は
私
も
感
じ
た
。
次
の
筆
者
の
展
示
評
価
で
詳
し
く
述
べ
る
。

パ
ネ
ル
の
文
章
に
つ
い
て
は
「
１
．
は
じ
め
に
」
で
「
南
山
大
学
の
学
生
た
ち
は
何
を
思
い
、
行
動
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
自

分
の
い
る
こ
の
場
所
の
こ
と
を
、
少
し
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。︵
傍
線
筆
者
︶」
と
い
う
部
分
が
「
展
示
を
見
て
い
る
中
で
、
見
学
者
が

こ
れ
を
強
制
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
」
と
い
う
批
判
で
あ
っ
た
。
大
学
史
班
側
も
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
よ
う

な
見
方
も
あ
り
得
る
こ
と
を
否
定
せ
ず
、
受
け
止
め
て
い
た
。

︵
二
︶
筆
者
の
展
示
評
価

論
評
会
で
の
批
判
に
対
す
る
私
の
考
え
を
述
べ
る
。

ま
ず
導
線
に
つ
い
て
述
べ
る
。
タ
テ
カ
ン
の
位
置
も
関
係
す
る
が
、「
２
．
Ｎ
ａ
ｎ
ｚ
ａ
ｎ
＠
６
８
―
６
９
」
か
ら
「
３
．
Ｎ
ａ
ｎ
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ｚ
ａ
ｎ
＠
７
０
―
７
１
」
に
移
る
際
に
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
「
３
」
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
狭
い
展
示
ス
ペ
ー

ス
な
の
で
制
約
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
展
示
内
容
の
み
で
な
く
、
空
間
利
用
の
把
握
も
企
画
の
早
い
段
階
で
し
て
お
く
べ
き
だ
と
感

ず
る
。

パ
ネ
ル
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
私
も
こ
の
批
判
に
、「
そ
の
よ
う
な
見
方
も
存
在
す
る
の
か
」
と
驚
い
た
が
、
後
に
あ
り
得
な
い
批

判
で
は
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
章
で
引
用
し
た
今
回
の
展
示
目
的
か
ら
も
伝
わ
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
現
代
の
学
生
に
伝

え
た
い
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
た
展
示
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
考
古
学
や
歴
史
学
等
ど
の
よ
う
な
展
示
に
お
い
て
も
、
こ

の
よ
う
に
見
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
存
在
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
テ
ー
マ
が
現
代
史
で
、
ま
た
展
示
対
象
に
政
治

的
要
素
が
あ
っ
た
展
示
で
あ
っ
た
た
め
、
見
学
者
を
敏
感
に
さ
せ
、
そ
の
よ
う
な
批
判
を
想
起
さ
せ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。
現
代

史
や
政
治
的
な
テ
ー
マ
の
展
示
を
す
る
際
に
浮
か
び
上
が
る
難
し
さ
を
実
感
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
展
示
者
達
に
は
特
定
の
政
治
的
な
意
図
は
無
い
。
む
し
ろ
京
都
大
学
大
学
文
書
館
で
の
学
生
運
動
の
展
示
︵
端

的
な
説
明
と
映
像
に
留
め
て
い
る
。︶
に
強
い
影
響
を
受
け
た
か
、
展
示
は
、
学
生
側
・
大
学
側
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
ず
、
公
平
な
視
点

を
目
指
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、「
南
山
大
学
の
学
生
は
⋮
⋮
少
し
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。」
の
文
章
は
、
無
意
識
に
で
は
あ
る

が
、
現
代
の
学
生
が
展
示
を
見
る
際
に
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
～
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
学
生
側
の
視
点
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。

「
学
生
側
の
視
点
」
は
、
他
で
も
み
ら
れ
る
。

展
示
内
で
学
生
運
動
を
時
系
列
に
し
て
追
う
事
を
採
用
し
た
た
め
、
ど
う
し
て
も
学
生
の
起
こ
し
た
事
件
に
注
目
が
集
ま
る
。
展
示

内
で
は
「
学
生
側
の
視
点
」
を
採
る
こ
と
は
言
明
さ
れ
て
い
な
い
し
、
敢
え
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
も
無
い
。
し
か
し
、
学
生
側
と
対
立

し
た
大
学
側
の
視
点
︵
異
議
申
し
立
て
制
度
︶
が
あ
ま
り
示
さ
れ
な
い
た
め
、「
学
生
側
の
視
点
」
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
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大
学
生
が
展
示
を
作
る
の
だ
か
ら
学
生
側
の
視
点
が
浮
か
び
上
が
る
の
は
幾
分
仕
方
な
い
事
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
公
平

で
中
立
な
展
示
を
目
指
し
て
い
て
も
、
展
示
す
る
側
の
立
場
を
多
か
れ
少
な
か
れ
反
映
し
て
し
ま
う
事
を
示
し
て
い
る
と
思
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
展
示
を
目
指
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

私
は
大
学
史
班
の
展
示
に
お
い
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
有
効
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
地
図
を
載
せ
、
展

示
を
見
た
後
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
は
紙
媒
体
を
扱
う
実
習
で
あ
り
な
が
ら
、
場
所
や
建
物
が
記
憶
し
た
歴

史
を
探
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
を
展
示
場
所
の
す
ぐ
近
く
に
持
つ
利
点
を
生
か
し
た
装
置
に
な
っ
て

お
り
、
展
示
目
的
で
あ
る
過
去
と
現
在
と
の
つ
な
が
り
を
実
際
に
体
感
す
る
も
の
に
な
っ
た
と
思
う
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
現
代
の
大
学
生
が
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
学
生
運
動
に
つ
い
て
展
示
を
行
っ
た
意
義
に
つ
い
て

考
え
る
。

南
山
大
学
で
起
こ
っ
た
学
生
運
動
に
つ
い
て
は
﹃
南
山
大
学
五
十
年
史
﹄
や
﹃H

O
M

IN
IS D

IG
N

ITATI 

南
山
学
園
創
立
75
周
年
記

念
誌
﹄
な
ど
で
詳
し
く
経
緯
が
記
述
さ
れ
、
当
時
の
様
相
を
伝
え
て
い
る
。
大
学
に
と
っ
て
は
誇
る
べ
き
歴
史
で
は
な
か
っ
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
と
い
う
事
は
、
有
り
が
た
い
事
で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
現
代
の
学
生
の
内
、
南
山
大
学
で
学

生
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
者
は
、
ほ
ぼ
皆
無
と
言
っ
て
良
い
と
思
う
。
お
そ
ら
く
、
学
生
の
中
に
は
学
生
運
動
と
い
う
も

の
の
存
在
や
、
ど
の
よ
う
な
出
来
事
だ
っ
た
の
か
分
か
っ
て
い
る
人
も
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
大
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
で
意
図

的
か
否
か
は
別
に
し
て
、
負
の
歴
史
と
し
て
語
ら
れ
る
機
会
が
無
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
同
じ
一
九
六
〇
年
代
に
で
も
、
暮
ら
し
や
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子
ど
も
た
ち
の
文
化
等
の
庶
民
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
が
多
く
作
ら
れ
、
内
容
が
一
九
六
〇
年
代
を
古
き
良
き
時
代
と
し
て
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
に
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
事
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
現
代
の
大
学
生
が
学
生
運
動
を
調
べ
、
展
示
す

る
と
い
う
事
は
、
よ
う
や
く
冷
静
に
、
歴
史
の
一
頁
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
れ
だ
と
思
う
。

今
回
の
大
学
史
班
は
、
最
初
は
様
々
な
学
生
運
動
関
連
の
史
料
を
現
在
の
学
生
生
活
と
の
大
き
な
違
い
か
ら
驚
い
て
い
る
の
み
だ
っ

た
が
、
背
景
を
理
解
し
、
出
来
る
限
り
公
平
な
目
で
史
料
を
見
て
い
っ
た
事
で
、
過
去
の
大
学
と
現
代
の
大
学
と
の
繋
が
り
を
見
出
し

て
い
っ
た
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
が
良
く
知
っ
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
も
重
な
り
、
時
に
と
て
も
強
く
「
過
去
の
歴
史
は
、
決
し
て
断

片
で
は
な
く
現
在
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
に
戦
後
の
大
学
史
を
展
示
す
る
意

義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

︹
使
用
資
料
︺

「
二
〇
一
〇
年
度　

博
物
館
実
習
１　

大
学
史
班　

実
習
ノ
ー
ト
」

「
博
物
館
実
習
１　

大
学
史
班　

展
示
企
画
書
」

「
六
月
一
七
日
博
物
館
実
習
中
間
発
表　

大
学
史
グ
ル
ー
プ
」

︹
参
考
文
献
︺

南
山
大
学
五
〇
年
史
作
成
小
委
員
会
編
﹃
南
山
大
学
五
十
年
史
﹄
南
山
大
学
、
二
〇
〇
一
年

南
山
学
園
創
立
75
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
﹃H
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、
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七
年

︹
付
記
︺
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博物館実習における大学史展示の実践

二
〇
一
〇
年
度
博
物
館
実
習
１
大
学
史
班
の
御
好
意
に
よ
り
、
授
業
内
で
作
成
し
た
資
料
の
使
用
を
は
じ
め
、
本
文
の
執
筆
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。




